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【○○市】

河川
水位

気象・水象 姫路河川国道事務所からの情報 ○○市の対応 職員配備 チェック欄 チェック日時
破堤するまで
の時間

低い　-1.16h
■■水位観測所の水位が避難
判断水位に到達した場合

洪水予報（氾濫警戒情報）
※〇〇部〇〇課にメール、ＦＡＸにより送付

防災体制をさらに強化する（第三次防災体制）※ 第2号配備 　　　日　　　時　　　分 -1.16h

【■■水位観測所（水位4.3ｍ）】
　・首長もしくは代理者が登庁し、避難勧告等を発令できる体制をとる 　　　日　　　時　　　分

　・水位等の監視体制を強化し10分毎の河川水位、雨量、降水短時間予報を確認する 　　　日　　　時　　　分

要配慮者施設、地下街、大規模事業者に洪水予報（氾濫警戒情報）を伝達する 　　　日　　　時　　　分

避難準備・高齢者等避難開始を発令する 　　　日　　　時　　　分

重要水防箇所や危険箇所の位置、氾濫シミュレーション等を確認し、避難勧告等の発令対象地
域を検討する

　　　日　　　時　　　分

避難が必要な状況が夜間・早朝になることが想定される場合は、早めに難勧告等の発令の判
断を行う

　　　日　　　時　　　分

水防警報（状況）→兵庫県→○○市

※〇〇部〇〇課にメール、ＦＡＸにより送付

水防団による巡視結果や水防活動の実施状況を把握し、水防上危険であると認められる箇所
があるときは姫路河川国道事務所に連絡して必要な措置を求める

　　　日　　　時　　　分

過去の洪水との比較等、洪水の切迫性について確認する 　　　日　　　時　　　分

必要に応じ、姫路河川国道事務所長へ助言を要請する 　　　日　　　時　　　分

姫路河川国道事務所長へリエゾンの派遣を要請する 　　　日　　　時　　　分

-1h 洪水予報（氾濫危険情報）
※〇〇部〇〇課にメール、ＦＡＸにより送付

防災体制をさらに強化する（第四次防災体制）
※ 第3号配備 　　　日　　　時　　　分 -1h

　・予め定めた防災対応の全職員が体制に入る 　　　日　　　時　　　分

【■■水位観測所（水位4.7ｍ）】
要配慮者施設、地下街、大規模事業者に洪水予報（氾濫危険情報）を伝達する 　　　日　　　時　　　分

避難勧告又は避難指示（緊急）を発令する
（必要に応じ、ホットライン等により姫路河川国道事務所へ対象地域を確認する）

　　　日　　　時　　　分

必要に応じ、姫路河川国道事務所長へ助言を要請する 　　　日　　　時　　　分

リエゾンを通じ、姫路河川国道事務所に災害対策機械の派遣などの支援を要請する 　　　日　　　時　　　分

水防警報（状況）→兵庫県→○○市

※〇〇部〇〇課にメール、ＦＡＸにより送付

水防団の活動状況を確認し、必要に応じ兵庫県へ自衛隊の派遣を要請する。また、水防団に対
し必要に応じ安全な場所に退避を指示する

　　　日　　　時　　　分

堤防天端に水位が到達するお
それがある場合

洪水予報（氾濫危険情報）
※〇〇部〇〇課にメール、ＦＡＸにより送付

要配慮者施設、地下街、大規模事業者に洪水予報（氾濫危険情報）を伝達する 　　　日　　　時　　　分

【国包水位観測所（概ね水位○○
ｍ）】

水防警報（状況）→兵庫県→○○市

※〇〇部〇〇課にメール、ＦＡＸにより送付

水防団の活動状況を確認し、必要に応じ兵庫県へ自衛隊の派遣を要請する。また、水防団に対
し必要に応じ安全な場所に退避を指示する

　　　日　　　時　　　分

ホットライン
（姫路河川国道事務所長から○○市長へ直接

電話等で連絡）

氾濫シミュレーションの結果等を確認し、避難指示（緊急）を発令する 　　　日　　　時　　　分

0h
堤防の決壊等による氾濫が発
生した場合

洪水予報（氾濫発生情報）
※〇〇部〇〇課にメール、ＦＡＸにより送付

要配慮者施設、地下街、大規模事業者に洪水予報（氾濫発生情報）を伝達する 　　　日　　　時　　　分 0h

住民に対し、堤防の決壊等の状況を周知する 　　　日　　　時　　　分

水防団からの報告等により堤防の決壊をいち早く覚知した場合には、姫路河川国道事務所、兵
庫県、所轄警察署等の関係機関に通知する。また、できる限り氾濫による被害が拡大しないよう
に努める。

　　　日　　　時　　　分

高い

ホットライン
（姫路河川国道事務所長から○○市長へ直接

電話等で連絡）

氾濫シミュレーション結果等を確認し、必要に応じ兵庫県へ自衛隊の派遣を要請する 　　　日　　　時　　　分

ホットライン
（姫路河川国道事務所長から○○市長へ直接
電話等で連絡）

※「避難勧告等の判断伝達マニュアル作成ガイドライン（平成27年8月内閣府（防災担当））」に基づき記載しています。各項目については、各市町村の地域防災計画等に基づ
き見直しをお願いします。

ホットライン
（姫路河川国道事務所から予め定めた○○市

長（もしくは代理者）に直接電話等で連絡）

■■水位観測所の水位が氾濫
危険水位に到達した場合や到
達するおそれがある場合

【○○市】

河川
水位

気象・水象 姫路河川国道事務所からの情報 ○○市の対応 職員配備 チェック欄 チェック日時
破堤するまで
の時間

低い　　-120h 台風予報 水防団等への注意喚起 　　　日　　　時　　　分 -120h

台風に関する兵庫県気象情報（随時） 連絡員の待機 　　　日　　　時　　　分

-72h 台風に関する気象庁記者会見 休校の判断、体制の確認等 　　　日　　　時　　　分 -72h

-24h 台風説明会（神戸地方気象台） 首長若しくは代理者の登庁 　　　日　　　時　　　分 -24h

1時間ごとに河川水位、雨量、降雨短時間予報を確認 　　　日　　　時　　　分

水防団連絡 　　　日　　　時　　　分

-5h
■■水位観測所の水位が水防
団待機水位に到達した場合

水防警報（待機・準備））→兵庫県→○○市

※〇〇部〇〇課にメール、ＦＡＸにより送付
防災体制を構築する（第一次防災体制）※ 　　　日　　　時　　　分 -5h

【■■水位観測所（水位1.5ｍ）】
　・上流域を含む防災気象情報等を監視し、水位を把握する連絡要員を配置する 　　　日　　　時　　　分

気象庁から大雨注意報等が発
表された場合

　・連絡要員は、1時間おきに河川水位、雨量、降水短時間予報を確認する 　　　日　　　時　　　分

　・避難所の開設を検討する 　　　日　　　時　　　分

水防警報発表文に記載されている対象河川、区間を担当する水防団に対し「待機、準備」を指
示する

　　　日　　　時　　　分

○○市管理又は操作を委託されている樋門・樋管等の操作担当者に、操作に関する注意喚起
を行う

　　　日　　　時　　　分

-3h
■■水位観測所の水位が氾濫
注意水位に到達した場合

洪水予報（氾濫注意情報）
※〇〇部〇〇課にメール、ＦＡＸにより送付

防災体制を強化する（第二次防災体制）※ 第1号配備 　　　日　　　時　　　分 -3h

【■■水位観測所（水位2.5ｍ）】 水防警報（出動）→兵庫県→○○市

※〇〇部〇〇課にメール、ＦＡＸにより送付
　・管理職等を配置し、避難準備・高齢者等避難開始の発令を判断できる体制をとる 　　　日　　　時　　　分

　・職員の派遣等の避難所開設の準備を指示する 　　　日　　　時　　　分

要配慮者施設、地下街、大規模事業者に洪水予報（氾濫注意情報）を伝達する 　　　日　　　時　　　分

水防警報発表文に記載されている対象河川、区間を担当する水防団に対し「出動」を指示する 　　　日　　　時　　　分

水防団による巡視結果や水防活動の実施状況を把握し、水防上危険であると認められる箇所
があるときは姫路河川国道事務所に連絡して必要な措置を求める

　　　日　　　時　　　分

重要水防箇所や危険箇所の位置、氾濫シミュレーション等を確認し、避難準備・高齢者等避難
開始の発表対象地域を検討する

　　　日　　　時　　　分

避難が必要な状況が夜間・早朝になることが想定される場合は、早めに避難準備・高齢者等避
難開始の発表の判断を行う

　　　日　　　時　　　分

国交省に対するリエゾンの派遣要請について検討する 　　　日　　　時　　　分

必要に応じ、姫路河川国道事務所長へ助言を要請する 　　　日　　　時　　　分

高い 姫路河川国道事務所長へリエゾンの派遣を要請をする 　　　日　　　時　　　分

ホットライン
（姫路河川国道事務所から予め定めた○○市

担当者へ直接電話等で連絡）

ホットライン
（姫路河川国道事務所から予め定めた○○市

長（もしくは代理者）に直接電話等で連絡）※氾
濫危険水位に達する見込み等切迫した状況に

おいて実施

チェックリスト方式のタイムライン（案）
資料2-2

○タイムライン（簡易版）について、実用性を踏まえ、チェックリスト方式の様式を検討した。
○今後、関係機関等とタイムライン検討会を行い、さらに効果的なツールとして更新する予定。

【タイムライン（案）の検証、及び改善に向けた検討】

国・市町の対応を詳細に記載

チェック欄

職員配備欄

国・市町の対応を詳細に記載

チェック欄

職員配備欄

1



本協議会は揖保川・加古川において、堤防決壊等に伴う大規模浸水被害に備え、沿川市町、河川管理者である国、兵庫県等が連携・協力し
て、減災のための目標を共有し、ハード対策とソフト対策を一体的、計画的に推進することにより、揖保川において氾濫が発生することを前
提として社会全体で常に洪水に備える「水防災意識社会」を継承・再構築することを目的しております。

国管理河川沿いで大規模な浸水被害が発生したとき、地元自治体はどのような事が課題となり何が必要だったのかを把握するため、近年、
大規模な浸水被害を経験した京都府福知山市を合同視察しました。

本協議会は揖保川・加古川において、堤防決壊等に伴う大規模浸水被害に備え、沿川市町、河川管理者である国、兵庫県等が連携・協力し
て、減災のための目標を共有し、ハード対策とソフト対策を一体的、計画的に推進することにより、揖保川において氾濫が発生することを前
提として社会全体で常に洪水に備える「水防災意識社会」を継承・再構築することを目的しております。

国管理河川沿いで大規模な浸水被害が発生したとき、地元自治体はどのような事が課題となり何が必要だったのかを把握するため、近年、
大規模な浸水被害を経験した京都府福知山市を合同視察しました。

揖保川・加古川の両減災対策協議会で合同視察。
近年、大規模な浸水被害を経験した京都府福知山市を視察。

概 要

◯ 日 時：平成２８年１１月３０日（水）９：３０ １７：００
◯ 場 所：由良川水系由良川流域（京都府福知山市、舞鶴市）
◯ 参加メンバー：国土交通省、兵庫県

揖保川減災対策協議会
（姫路市、宍粟市、たつの市、太子町）
加古川減災対策協議会
（加古川市、高砂市、小野市、加東市） 合計：３３名

感想・意見等

対象河川：揖保川水系揖保川、加古川水系加古川

・想定最大規模の浸水想定区域図をどのようにハザードマップに反映させるのかが悩みである。
・避難勧告等を住民へ周知する方法として、防災行政無線の整備等が悩みである。
・防災は危機管理部局だけではなく、組織全体で取り組む必要があることがわかった。
・甚大な被害が想定される雨になると判断する方法を模索する必要がある。

舞鶴市志高地区の過去の浸水位を示す看板

参加者は自身の身長以上に浸水したことに驚
きと興味を持たれていました。

福知山市の浸水対策について展示見学

福知山市の治水対策を理解したうえで、福知山市との意
見交換に臨みました。

福知山市の豪雨被害についての講義や意見交換
大規模な浸水被害が発生したとき、地元自治体はどうするべきかを学びました。

平成25年台風18号のときの福知山市街付近の堤防の様子
家の2階に相当する高さまで水位が上昇し、堤防が決壊寸前。

資料2-2

【地域防災計画の検討、更新】
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平成２４年１１月８日（木）洪水情報の緊急速報メールを使った配信について

国土交通省では、平成27年12月に策定した「水防災意識社会 再構築ビジョン」のもと、流域住民の主体的な避難を促進するため、国
が管理する2河川（鬼怒川、肱川）の流域自治体（茨城県常総市、愛媛県大洲市）において、携帯電話事業者が提供する緊急速報メールを
活用した洪水情報※1のプッシュ型配信※2 を開始しました。

【揖保川・加古川】においても、プッシュ型配信の実施に向け、関係機関と調整しています。

※1 洪水情報とは、指定河川洪水予報の氾濫危険情報（レベル4）及び氾濫発生情報（レベル5）の発表を契機として、流域住民の主体的な非難を促進
するために配信する情報です。

※2 プッシュ型配信とは、受信者が要求しなくても発信者側から情報が配信される仕組みのことです。

現在の配信概要

対象河川・配信エリア 鬼怒川：茨城県常総市
肱 川：愛媛県大洲市

対象者 配信エリア内の携帯電話（※１）のユーザーを対象
※１：NTTドコモ、KDDI・沖縄セルラー、ソフトバンク（ワイモバイル含む）

配信する情報

鬼怒川、肱川において、河川氾濫のおそれがある（氾濫危険水位を超え
た）情報及び河川氾濫が発生した情報を配信

資料2-2

【スマートフォン等を活用したプッシュ型情報の発信・普及活動の検討】
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平成２４年１１月８日（木）
【加古川】 水防災意識社会再構築ビジョンに基づく
～ 洪水時に対しリスクが高い区間の「共同点検」を実施 ～

近年、台風7号等による北海道豪雨や台風10号による岩手県豪雨のような堤防決壊等の甚大な被害が発生する降雨が頻繁に発生していま
す。昨年度に引き続き流下能力が低い区間や過去に漏水があった箇所など洪水に対しリスクが高い区間を姫路河川国道事務所と沿川自治体
職員や消防団の方々等と共同点検を行いました。

堤防点検情報等

実施日 ○小野市 平成２８年１２月１３日（木）
○高砂市 平成２８年１２月２６日（月）
○加古川市 平成２９年 １月１１日（水）
○加東市 平成２９年 １月１８日（水）

・重要水防箇所とは何かを説明し、選定された根拠、巡視の際にはど
ういったところを重点的に見てほしいか、また、異変に気づいた時
には、どこへ連絡してほしいか確認しました。

・新築堤箇所についても、引き続き重点的に巡視し、異常等があれば
連絡してほしいと確認しました。

・過去の出水時の状況をお互いに共有することができました。

小野市

どのような箇所が重要水防箇所に選
定されているか共有。

過去に漏水があった箇所も巡視対象で
あることを共有。

流下を妨げる工作物も巡視対象である
ことを共有。

新築堤箇所も引き続き巡視が必要であ
ることを共有。

対象河川：加古川水系加古川、万願寺川、東条川

高砂市 加古川市 加東市
加古川左岸16.8k付近
（室山地区新築堤箇所）

加古川右岸2.6k付近
（堤防高）

加古川左岸14.2k付近
（漏水）

加古川左岸27.8k付近
（堤防高、工作物）

重要水防箇所共同点検における情報共有

資料2-2

【関係者による重要水防箇所等の共同点検】
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○洪水時のＣＣＴＶによる堤防監視、施設監視の強化や洪水時の情報提供の強化のため、CCTVカ
メラや簡易水位計を新たに設置した。

CCTVカメラや簡易水位計を新たに設置

ＣＣＴＶ・簡易水位計設置状況

河高

凡 例

CCTVカメラ（既設）

CCTVカメラ（新設）

CCTVカメラ（予定）

簡易水位計（既設）

池尻

資料2-2

【洪水時に提供可能な水位データやＣＣＴＶの設置検討】

【簡易水位計】

5



氾濫水の排水計画を検討
資料2-2

主な地点においては、排水ポンプ車が通行可能
となる浸水深50cm程度になる時間（破堤後24時
間）には、概ね浸水は解消されている。
浸水継続時間の長期化が見られる高砂市役所
での排水ポンプ車による効果を検討した。
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浸
水
深

(m
)

時間（時間）

加古川 検討箇所 浸水状況図

加古川市役所

加古川西市民センター

高砂市役所

高砂市民病院

浸水深50cm

市町名 検討箇所 破堤地点
浸水継続時間※

（時間）

加古川市 加古川市役所 加古川左岸8.2k 17.7
加古川市 加古川西市民センター 加古川右岸7.0k 18.8
高砂市 高砂市役所 加古川右岸3.6k 60.6
高砂市 高砂市民病院 加古川右岸2.8k 19.6
※破堤地点は、検討箇所で浸水継続時間が最も長くなる場合である。

※浸水継続時間は、浸水深0.5m～ピーク後浸水深0.5mの時間を示す。

高砂市役所 排水ポンプ車配置ルート案

○想定最大規模において、氾濫水の浸水深は深く、浸水継続時間が長くなる状況が想定される。
○防災上の重要拠点等に対して、破堤後に通行可能となった緊急輸送路から排水ポンプ車を配置
し、排水時間の短縮を図る。

【氾濫水を迅速かつ的確に排水するための排水計画(案）の策定、見直し】
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高砂市役所浸水状況図

自然排水

排水完了時間

破堤後75.2hr

↓
↑

排水ポンプ車併用

排水完了時間

破堤後61.8hr

約13時間

短縮

排水ポンプ車の条件

・破堤後24時間後に配置。

・排水能力は1.0m3/sとして、

5台配置するとした。

排水ポンプ車を併用

することで、

0.5m/10時間で浸水

深が低下する。

排水ポンプ車なし（破堤後約50時間後）

排水ポンプ車あり（破堤後約50時間後）

○想定最大規模において、氾濫水の浸水深は深く、浸水継続時間が長くなる状況が想定される。
○防災上の重要拠点等に対して、破堤後に通行可能となった緊急輸送路から排水ポンプ車を配置
し、排水時間の短縮を図る。

氾濫水の排水計画を検討
資料2-2

【氾濫水を迅速かつ的確に排水するための排水計画(案）の策定、見直し】
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浸水ナビの公開 資料2-2

○想定最大規模洪水を対象とした氾濫シミュレーションを閲覧可能なシステムを公開した。

【最大規模洪水を対象とした洪水浸水想定区域図、氾濫シミュレーションの策定、公表】

浸水想定区域図と地点別浸水シミュレーション検索システムについて
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浸水ナビの公開 資料2-2

○想定最大規模洪水を対象とした氾濫シミュレーションを閲覧可能なシステムを公開した。

【最大規模洪水を対象とした洪水浸水想定区域図、氾濫シミュレーションの策定、公表】

浸水ナビ 加古川 左岸2.2k破堤時の例
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洪水を安全に流すためのハード対策 概要図
＜由良川＞

浸透対策 ﾊﾟｲﾋﾟﾝｸﾞ対策 流下能力対策 侵食・洗掘対策

11.1km 1.8km 4.1km 3.5km 1.7km

内訳
実施区間延長
（重複無し）

※ 具体の実施箇所等については、今後の調査検討や、洪水被害
の発生状況等によって変わる場合があります。

※ 表示されている各対策の延長計については、四捨五入の関係
で概要図と合致しない場合があります。

※ 今後概ね５年間で対策を実施する区間を記載しています。

加古川のハード対策
【洪水を安全に流すためのハード対策】

浸食・洗掘対策

凡例 平成27年度以前完了 平成28年度完了
平成29年度完了 平成30年度以降完了

資料2-2
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天端の保護 裏法尻の補強

7.6km 5.2km 3.3km

内訳実施区間延長
（重複無し）

※ 具体の実施箇所等については、今後の調査検討や、洪水被
害の発生状況等によって変わる場合があります。

※ 危機管理型ハード対策と併せて、住民が自らリスクを察知し、
自主的に避難できるようなソフト対策を実施予定です。

※ 表示されている各対策の延長計については、四捨五入の関係
で概要図と合致しない場合があります。

※ 今後概ね５年間で対策を実施する区間を記載しています。

加古川のハード対策
【危機管理型ハード対策】

凡例 平成27年度以前完了 平成28年度完了
平成29年度完了 平成30年度以降完了

資料2-2
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